
日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺

へ
の
弘
通

―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―

〈口
　
田
　
空思
　
隆

は
じ
め
に

日
隆
聖
人
は
長
い
教
学
研
鑽
の
時
期
を
経
て
大
部
の
著
述
を
残
さ
れ
る
と
共
に
、
各
地
に
教
線
を
広
げ
ら
れ
、
法
華
宗
再
興
弘
通
の
唱

導
師
と
尊
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

晩
年
は
特
に
、
京
都
本
能
寺
、
尼
崎
本
興
寺
を
二
大
拠
点
と
し
て
、
敦
賀
、
河
内
、
堺
、
兵
庫
、
牛
窓
、
備
中
高
松
、
宇
多
津
な
ど
西

国
に
布
教
さ
れ
、
各
地
に
寺
院
と
弟
子
、
信
者
な
ど
を
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
西
国
布
教
を
み
た
と
き
、
備
中
高
松
以
外
の
地
は
室
町
時
代
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
人
々
の
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
で
は
、
日
隆
聖
人
は
何
故
、
交
通
の
要
衝
で
は
な
か
っ
た
こ
の
備
中
高
松
の
地
に
巡
ら
れ
、
こ
の
地
で
足
を
止
め
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
地
に
至
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第

一
章
、
日
隆
聖
人
の
西
国
布
教

日
隆
聖
人
は
、
応
永
二
十
五
年
３

四

一
八
）
妙
本
寺
退
出
後
、
河
内
三
井
村
に
難
を
避
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
応
永
二
十
七
年
２

四
二
〇
）

に
は
尼
崎
に
本
興
寺
の
礎
を
築
き
、
応
永
三
十
三
年

（
一
四
二
六
）
越
中
国
に
向
か
い
、
色
ヶ
浜
に
お
け
る
祈
祷
に
よ
り
禅
宗
金
泉
義
乗



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

を
改
宗
さ
せ
、
さ
ら
に
敦
賀
で
は
真
言
宗
大
正
寺
円
海
を
帰
伏
さ
せ
て
本
勝
寺
と
さ
れ
た
。
永
享
元
年

（
一
四
二
九
）
に
は
京
に
本
応
寺

を
再
建
し
、
登ヽ
早
十

一
年

（
一
四
三
九
）
に
は
、
河
内
に
布
教
し
て
加
納
の
法
華
寺
を
得
て
い
る
。
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
に
は
、
西
国

布
教
を
志
さ
れ
、
牛
窓
本
蓮
寺
を
改
宗
さ
せ
、
備
中
高
松
で
は
江
本
蓮
光
を
教
化
し
て
本
隆
寺
を
建
立
し
、
讃
岐
に
渡
ら
れ
宇
多
津
本
妙

寺
建
立
の
基
を
開
か
れ
る
。
兵
庫
の
久
遠
寺
を
末
寺
と
し
、
さ
ら
に
宝
徳
三
年

（
一
四
五

一
）
に
は
堺
に
顕
本
寺
を
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ｏ

第
二
章
、
本
隆
寺

へ
の
弘
通

日
隆
聖
人
が
西
国
布
教
さ
れ
た
宝
徳
年
間
に
つ
い
て
の
様
々
な
伝
記
書
が
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
備
中
本
隆
寺
に
関
す
る
記
事
を
い
く

つ
か
次
に
取
り
上
げ
て
み
る
。
２

『隆
師
尊
縁
記
』
‥
。岡
宮
光
長
寺
二
十
四
世
日
寛
上
人
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
吉
日

西
国
弘
法
周

諸
州

一就
中
讃
州
本
妙
寺
備
中
本
隆
寺
有
二
由
緒

一追
而
可
Ｌ
寺
レ
之

『腋
用
林
難
持
開
祖
日
隆
大
聖
人
略
縁
起
』
‥
。
日
憲
上
人
カ

是
よ
り
西
国
二
趣
せ
た
も
ふ
て
ま
づ
備
中
の
国
新
庄
村
に
い
た
り
た
も
ふ
　
村
中
の
酋
長
川
上
道
蓮
江
本
蓮
光
と
い
ふ
　
七
月
に

せ

っ
た
い
供
養
を
お
こ
の
ふ
　
大
上
人
此
供
養
の
か
り
や
二
入
ら
せ
た
も
ふ
て
右
の
酋
長
の
も
の
と
清
談
の
時
を
う
つ
し
た
も
ふ

終
二
酋
長
大
上
人
を
と
も
の
ふ
て
我
家
に
帰
り
本
門
の
深
秘
を
と
き
き
か
せ
た
も
ふ
所
二
信
伏
随
喜
し
て
蓮
光
道
蓮
力
を
あ
は
せ

仮
に
堂
を
い
と
な
み
村
中
の
老
若
を
あ
つ
め
聞
法
結
縁
を
せ
し
め
さ
せ
た
ま

ヘ
ハ
一
村
こ
ぞ

っ
て
受
戒
し
て
則

一
院
を
創
々
す
る



5

是
本
隆
寺
と
号

（略
）
是
よ
り
讃
州
卯
辰
の
浜
つ
か
せ
た
も
ふ
て

『
日
隆
大
上
人
略
縁
起
』
‥
。本
興
寺
五
十
八
世
日
心
上
人

従
四
其
レ
趣
斗
西
国
一二初
二
至
劇
備
中
国
新
庄
村
一
七
月
ノ
比
ナ
ス

有
二
接
待
供
養
ス
ル
者

一　
師
入
劇
此
供
養
　
佃
家
一川
上
道
蓮
江
本
蓮

光
云
両
入
道
　
清
談
移
レ
時
終
伴
還

一居
家

・聞
一一営
宗
法
義

・信
伏
随
従
　
両
人
合
力
陵
慨
二　
営
工
草
堂
）
集
郵
村
中
老
若
ｆ
ｒ

開

法
結
縁

・セ
一
村
挙
テ
受
戒
ス
終
二
建

一立
、≠
精
舎
ｆ
万
二
本
隆
寺
＋
坊
舎
四
軒
並
成
ス
師
自
ラ
留
誓
退
書
）
去
レ
リ
学
師
来
住
セ
リ

『
日
隆
大
聖
人
御

一
代
徳
行
講
演
抄
』
‥
・両
山
六
十
四
世
日
芳
上
人

師
弘
経
渉
即
日
ヲ
逮
け
月
ヲ
去
テ
備
中
国
高
松
新
庄
村
二
到
り
下
フ
折
節
孟
蘭
盆
前
後
ノ
事
ナ
レ
ハ
有
二
接
待
供
養

一師
入
二
供
養
ノ
偶
屋
一
乞
レ

茶
フ
干
レ
時
川
上
道
蓮
江
本
蓮
光
Ｌ
ム
両
人
有
け
傍
二
問
云
御
僧
ハ
何
国
将
グ
御
宗
然
ハ
如
何
ン
ト
　
間
　
師
答
云
吾
レ
ハ
摂
州
尼
崎
本
山

本
興
寺
住
僧
宗
旨
ハ本
門
法
華
宗
即
宗
門
弘
通
ノ
為
諸
国
経
廻
ス
ト
Ｆ

暫
時
御
物
語
ァ
ル
内
早
ャ
日
モ
タ
陽
二傾
キ
ケ
レ
ハ
翁
云
先
今
宵
ハ

御
僧
我
等
ヵ
宅
二
御
逗
留
ア
レ
ト
両
翁
師
卜
倶
二宿
所
二
帰
ル
家
内
イ
ツ
レ
モ
念
頭
ノ
モ
テ
ナ
シ
也

師
姦
ゾ
至
極
良
縁
也
卜
思
召
シ
テ
切

角
経
王
ノ
深
理
フ
述
へ
本
門
宗
義
ヲ
語
リ
ド
ヱ
宿
善
目
出
度
聞
テ
忽
二
信
伏
セ
リ
則
両
人
合

カ
ヲ
慨
二営
工
草
堂
）
集
「
村
中
ノ
老
少
ヮ
聞
法
結

縁
セ
シ
ム
ル
ニ
村
挙
テ
受
戒
得
法
セ
リ
則
改
ご
Ｆ
一本
隆
寺
・卜
（略
）
化
縁
既
二
備
じ
り
故

師
告
レ
別
レ
イ
羽
等
泣
テ
而
留
レ
之

師
慰
論
シ
テ

辞
シ
次
テ
跨
茸
蒼
海
）

『本
門
法
華
宗
林
緩
両
寺
歴
譜
』

‥
。本
興
寺
五
十
八
世
日
心
上
人

初

二
至
刊
備
中
国
新
庄
村

一
七
月
ノ
比
ナ
ｋ

有
到
接
待
供
養
ス
ル
者

師
入
到
此
ノ
供
養
ノ
慨
屋
一
川
上
道
蓮
卜
江
本
蓮
光
ゴ
ム
両
入
道
卜
清
談

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

移
レ
時
終
二
伴
．ビ
婆
一居
家
一
（略
）
終
二
建
・一立
ン
テ
精
舎
百
万
車
本
隆
寺

・ト

６
、
『
両
山
歴
譜
』
‥
。本
能
寺
五
十
七
世
日
唱
上
人

備
中
州
有
二
帝
釈
山
一依

師
教

・僧
俗
授
戒
立
・
一
宇

」
Ｆ
一本
隆
寺

・差
二
日
学
上
人
一為
二
第
二
祖

・

こ
れ
ら
に
あ
る
よ
う
に
、
西
国
布
教
に
向
か
わ
れ
た
日
隆
聖
人
が
ま
ず
着
か
れ
た
所
が
、
備
中
高
松
新
庄
村
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
時
節
は
お
盆
の
頃
で
あ
り
、
通
行
人
に
接
待
供
養
を
し
て
お
り
、
日
隆
聖
人
も
茶
の
供
養
を
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
村
の
酋
長

で
あ
る
と
い
う
川
上
道
蓮
、
江
本
蓮
光
の
二
人
が
日
隆
聖
人
の
法
話
を
聞
い
て
信
伏
し
、　
一
村
改
宗
し
、
草
堂
を
建
て
た
。
そ
の
後
、
本

隆
寺
の
寺
号
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
続
い
て
讃
州
宇
多
津
に
向
か
わ
れ
、
本
妙
寺
を
建
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第

一
節
、
現
在
の
本
隆
寺

現
在
、
備
中
本
隆
寺
は
岡
山
市
中
心
部
よ
り
西
北
西
へ
約
十
師
の
岡
山
市
新
庄
上
に
あ
る
。
吉
備
路
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
は
古
代
吉

備
の
国
の
中
心
で
あ
り
、
周
辺
に
は
様
々
な
史
跡

。
旧
跡
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
東
方
向
に
は
、
吉
備
津
神
社

（岡
山
市
吉
備
津
）
、
吉
備
津
彦
神
社

（岡
山
市

一
宮
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
吉
備
津
彦
命

と
温
羅
と
の
対
決
の
伝
承
が
残

っ
て
い
る
鯉
喰
神
社

（倉
敷
市
矢
部
）
、
矢
喰
宮

（岡
山
市
高
塚
）
な
ど
が
あ
る
。
北
西
方
向
に
は
朝
鮮

半
島
の
技
術
が
多
く
投
じ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
古
代
の
山
城
、
鬼
の
城

（総
社
市
）
も
見
ら
れ
る
。
本
隆
寺
の
南
を
走
る
旧
山
陽
道
の
傍



ら
に
は
、
備
中
国
分
寺
、
国
分
尼
寺

（総
社
市
上
林
）
も
あ

っ
た
。
造
山
古
墳

（岡
山
市
新
庄
下
）
、
作
山
古
墳

（総
社
市
三
須
）
は
全

国
で
も
第
四
位
、
九
位
の
大
き
さ
を
誇
る
畿
内
以
外
で
は
最
大
の
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
数
多
く
の
副
葬
品
で
注
目
さ
れ
た
王
墓
山
古
墳

（倉
敷
市
庄
新
町
）
な
ど
様
々
な
古
墳
は
こ
の
地
域
の
首
長
達
の
勢
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
こ
の
地
は
、

中
国
地
方
、
ひ
い
て
は
中
央
と
地
方
と
の
折
衝
地
で
あ
り
、
時
代
の
大
き
な
転
換
と
な
っ
た
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
高
松
城
の
水
攻
め
で
有
名

な
高
松
城
趾

（岡
山
市
高
松
）
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
備
中
本
隆
寺
は
現
在
、
歴
史
風
土
豊
か
な
地
域
に
立
地
し
て
い
る
。

で
は
、
日
隆
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
備
中
高
松
に
た
ど
り
着
か
れ
た
の
か
、
陸
路
と
海
路
の
二
面
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
二
節
、
陸
路

第

一
項
、
山
陽
道

①
古
代
の
山
陽
道

ま
ず
、
日
隆
聖
人
が
備
中
に
至
ら
れ
る
道
筋
と
し
て
、
山
陽
道
が
考
え
ら
れ
る
。
山
陽
道
は
、
古
代
に
は
都
京
と
筑
紫
太
宰
府
を
結
ぶ

官
道
と
し
て
、
国
家
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
道
で
あ
り
、
太
宰
府
道

・
筑
紫
大
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
「延
喜
式
」
兵
部
省
で
は
、
唯

一
の

大
路
と
さ
れ
、
大
陸
と
の
交
流
の
玄
関
口
で
あ
る
太
宰
府
と
中
央
と
を
結
ぶ
山
陽
道
は
、
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
県
内
の

駅
家
と
し
て
は
、
「備
前
国
駅
馬
、
坂
長
、
珂
磨
、
一局
月
各
二
十
疋
、
津
高
十
四
疋
、
備
中
国
駅
馬
、
津
蜆
、
河
辺
、
小
田
、
後
月
各
二
十
疋
」

と
あ
り
、
古
代
の
駅
家
の
整
備
は
、
大
化
改
新
の
頃
か
ら
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ｃ

こ
の
駅
の
配
置
か
ら
み
る
と
、
播
磨
国
か
ら
船
坂
峠
を
越
え
て
備
前
国
に
入

っ
た
山
陽
道
は
坂
長
駅
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
金
剛
川
沿
い

に
西
に
進
み
、
和
気
渡
し
で
吉
井
川
を
渡

っ
て
珂
磨

（河
真
）
駅
に
至
る
。
つ
い
で
日
古
木
峠

（旧
山
陽
町
Ｙ
下
市

（同
）
を
経
て
高
月

駅
に
着
き
、
旭
川
を
牟
佐

（岡
山
市
）
付
近
で
渡

っ
て
津
高
駅
に
至
る
。
そ
の
津
高
駅
か
ら
西
に
進
み
、
備
中
国
に
入
る
と
津
蜆
駅
に
至

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

り
、
国
分
尼
寺

。
国
分
寺
の
南
を
通
り
、
高
梁
川
を
渡
っ
て
河
辺
駅
に
至
る
。

②
津
蜆
駅

県
内
の
山
陽
道
の
駅
家
に
つ
い
て
、
坂
長
駅

（備
前
市
三
石
）
、
珂
磨
駅

（旧
熊
山
町
）
、
高
月
駅

（旧
山
陽
町
馬
屋
）
、
津
高
駅

（岡

山
市
辛
川
市
場
）
、
河
辺
駅

（真
備
町
川
辺
）
、
小
田
駅

（旧
矢
掛
町
小
田
）
、
後
月
駅

（丼
原
市
七
日
市
か
高
屋
）
と
、
だ
い
た
い
の
所

在
場
所
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
隆
寺
に
最
も
近
い
、
備
中
の
津
蜆
駅
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
説
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
津
蜆
駅
が
倉
敷
市
矢
部
に
も
と
め
る
も
の
と
、
都
窪
郡
山
手
村

（現
総
社
市
）
に
も
と
め
る
も
の
と
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

十
世
紀
半
頃
に
成
立
し
た

「和
名
抄
」
に
は
、
備
中
都
宇
郡
に
駅
家
郷
の
郷
名
が
見
え
る
。
山
手
村
は
当
時
備
中
窪
屋
郡
に
属
し
て
い
た

の
で
、
津
蜆
駅
家
は
窪
屋
郡
の
山
手
村
内
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
備
中
津
蜆
駅
は
倉
敷
市
矢
部
あ
た
り
に
所
在
し
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
「蜆
」
の
字
は
丘
の
頂
上
の
平
地
を
意
味
し
、
津
蜆
駅
家
は
都
宇
郡
の
津

（港
）
、
つ
ま
り
吉
備
津
が
見
え
る
丘
上
の

駅
家
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
確
か
に
現
在
の
倉
敷
市
矢
部
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
中
世
の
山
陽
道
の
道
筋
と
宿
場

鎌
倉
時
代
後
期
に
な
る
と
、
山
陽
道
の
道
筋
は
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
り
、
正
安
元
年

（
一
二
九
九
）
成
立
の

『
一
遍
聖
絵
』
に
そ

れ
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
は
、
弘
安
元
年

（
一
二
七
八
）
に
安
芸

（広
島
県
）
か
ら
山
陽
道
を
東
上
し
た

一
遍
が
布
教
の
た
め
に
訪
れ

た

「福
岡
市
」
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
．
そ
れ
に
よ
る
と
、
「福
岡
市
」
に
は
布

。
米

・
魚

。
鳥

・
壷

（備
前
焼
）
等
を
売
る

市
座
が
立
ち
並
び
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
売
買
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
繁
栄
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
鎌
倉

時
代
の
福
岡
に
は

一
文
字
派
と
呼
ば
れ
た
刀
鍛
冶
も
お
り
、
多
く
の
名
刀
を
鍛
え
て
い
る
。
福
岡
と
吉
井
川
を
隔
て
た
長
船
に
も
鎌
倉
時



代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
長
船
派
と
呼
ぶ
刀
鍛
冶
が
お
り
、
福
岡
。長
船
は
日
本
最
大
の
鍛
冶
地
で
あ

っ
た
。
港
町
と
し
て
の
片
上
、

備
前
焼
の
産
地
と
し
て
の
伊
部
、
市
場
や
鍛
冶
地
と
し
て
の
福
岡

。
長
船
の
発
展
に
よ
り
、
山
陽
道
の
道
筋
が
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
南
廻

り
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
弘
安
元
年
に
福
岡
を
訪
れ
た

一
遍
は
そ
の
前
に
藤
井
で
も
布
教
に
あ
た
っ
て
お
り
、
山
陽
道
は
少
な
く

と
も
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
片
上

。
福
岡

・
藤
丼
を
通
る
南
廻
り
の
道
筋
に
変
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
南
廻
り
に
変
わ
っ
た

山
陽
道
に
新
た
に
開
か
れ
た
宿
場
で
あ

っ
た
。

一
方
、
備
中
に
お
け
る
山
陽
道
の
道
筋
は
古
代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
辛
川
宿
を
経
て
備
中
に
入
っ
た
山
陽
道

は
板
倉

（岡
山
市
）
か
ら
矢
部
を
経
て
軽
部

（清
音
村
）
に
至
り
、
高
梁
川
を
渡

っ
て
川
辺

（真
備
町
）
。
矢
掛
を
経
て
備
後

へ
向
か
っ

て
い
た
。
部
分
的
に
は
変
更
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
道
筋
は
近
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
古
代
の
山
陽
道
で
は
備
中
に
津
蜆

。

川
辺

。
小
田

。
後
月
の
四
駅
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
中
世
に
は
軽
部

・
矢
掛
が
山
陽
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
。

そ
の
後
、
南
北
朝
末
期
の
応
安
四
年

（
一
三
七

一
）
に
九
州
探
題
と
し
て
筑
紫

へ
赴
い
た
今
川
貞
世
が
著
し
た
紀
行
文

『道
ゆ
き
ぶ
り
』

に
は
、
山
陽
道
と
宿
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
。

其
日
は
ふ
く
岡
に
つ
き
ぬ
、
家
ど
も
軒
を
な
ら
べ
て
民
の
か
ま
ど
に
ぎ
は
ひ
つ
ゝ
、
ま
こ
と
に
名
に
し
お
ひ
た
り

（略
）
か
ら
川
と

か
や
い
ふ
と
こ
ろ
に
と
ゞ
ま
り
て
、
つ
と
め
て
は
き
び

つ
宮
の
御
ま

へ
よ
り
す
ぐ
る
、
み
ち
の
ほ
と
り
ち
か
き
鳥
居
の
も
と
に
く
ち

な
し
色
の
衣
き
た
る
神
づ
か
さ
ど
も
立
な
み
つ
ゝ
、
た
び
の
ぬ
さ
た
て
ま
つ
る
な
る
べ
し
、
き
び
の
中
山
と
は
備
中
と
此
備
前
と
の

二
の
社
の
中
な
れ
ば
な
る
べ
し
、
谷
川
は
を
と
に
き

ゝ
し
よ
り
猶
心
ぼ
そ
げ
な
り
、
う
ち
つ
ゞ
き
た
る
い
が
き
の
さ
ま
は
、
げ
に
ぞ

か
う
が
う
し
き
や
、
こ
の
御
社
ど
も
に
上
矢

一
づ

ゝ
た
て
ま
つ
り
ぬ
、
さ
て
か
る
へ
川

。
せ
い
や
ま
な
ど
う
ち
こ
え
て
、
屋
陰
と
い

う
さ
と
に
と
ゞ
ま
り
待
ぬ

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

そ
の
日
福
岡
に
泊
ま

っ
た
貞
世
は
、
京
都
で
も
福
岡
の
繁
栄
ぶ
り
を
聞
い
て
い
た
ら
し
く
、
「家
ど
も
軒
を
な
ら
べ
て
」
と
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
こ
ろ
の
福
岡
は
繁
華
な
町
並
み
を
形
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
日
、
旭
川
を
御
野
の
渡
し
で
越
え
た
貞
世
は
辛
川
宿
に
泊

り
、
次
の
日
に
は
吉
備
津
宮
に
参
詣
し
た
の
ち
、
軽
部
川

・
妹
山

（真
備
町
）
を
越
え
て
矢
掛
に
泊
ま

っ
て
い
る
。

次
に
時
代
は
下
る
が
、
山
陽
道
を
専
ら
徒
歩
で
、
西
か
ら
東

へ
旅
し
た
庶
民
の
道
中
記
の

一
節
を
紹
介
し
て
み
る
。
美
濃
国
大
野
村

（現

岐
阜
県
）
の
商
人
菱
屋
平
七
が
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
長
崎
か
ら
の
帰
路
、
こ
の
地
方
を
通
過
し
た
と
き
の
理
現
紫
紀
行
』
の

一
節
に
、

六
月
五
日
、
（略
）
か
く
て
川
を
わ
た
れ
ば
中
島
村
、
人
家
二
十
軒
計
茶
屋
あ
り
。
（略
）
半
里
　
計
行
け
ば
宿
町
、
人
家
四
、
五
十

軒
茶
屋
あ
り
。
又
半
里
行
け
ば
せ
ん
そ
く
村
、
人
家
三
、
四
十
軒
茶
屋
あ
り

と
あ
る
。
．
こ
の
中
で

「せ
ん
そ
く
村
」
と
は
千
足
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
造
山
古
墳
の
陪
塚
の
千
足
古
墳
が
あ
る
所
で
あ
り
、
本
隆

寺
か
ら
は
南
に
約

一
師
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
大
覚
大
僧
正
の
備
中
布
教

大
覚
大
僧
正
が
備
前

。
備
中
に
布
教
に
さ
れ
た
の
は
、
暦
応
年
間

（
一
三
二
八
～
四
二
）
か
ら
康
永
年
間

（
一
三
四
二
～
四
五
）
に
か

け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
備
前
で
は
御
野
郡
浜
野

（現
岡
山
市
）
の
豪
族
多
田
氏
や
同
郡
伊
福
郷

（同
）
の
地
頭
松
田
氏
の
帰

依
を
得
て
松
寿
寺

（岡
山
市
浜
野
）
や
蓮
昌
寺

（岡
山
市
田
町
）
を
創
建
し
た
。
備
中
に
入
り
賀
陽
郡
野
山
荘

（現
吉
備
中
央
町
。旧
賀
陽
町
）

の
地
頭
伊
達
氏
の
帰
依
を
得
て
妙
本
寺
を
創
建
し
、
同
寺
を
拠
点
に
備
前
や
備
中
を
始
め
西
国
の
布
教
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
他
、
真
備
町

箭
田
の
法
華
寺
、
清
音
村
軽
部
の
大
覚
寺
等
、
数
多
く
の
寺
院
を
建
立
さ
れ
て
い
る
。
軽
部
の
大
覚
寺
に
は

「大
覚
大
僧
正
題
目
石
」
が

あ
る
。
こ
の
題
目
石
は
慶
応
五
年

（
一
三
四
二
）
五
月
に
軽
部
宿
で
布
教
に
あ
た
っ
て
い
た
大
覚
大
僧
正
が
造
立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
辛
川
宿
の
跡
に
近
い
岡
山
市
西
辛
川
に
も
大
覚
大
僧
正
造
立
と
伝
え
る
題
目
石
二
基
が
あ

っ
た
。



こ
れ
ら
は
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
に
起
こ
っ
た
福
山
合
戦
の
戦
死
者
を
供
養
す
る
た
め
大
覚
大
僧
正
が
造
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
大
覚
大
僧
正
は
、
軽
部
宿
や
辛
川
宿
に
も
逗
留
し
て
題
目
石
の
造
立
を
行
う
と
と
も
に
布
教
さ
れ
て
い
る
。
軽
部
宿
や
辛
川
宿
は

す
で
に
都
市
的
集
落
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
宿
場
は
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
政
治
的
な
規
制
や
他
宗
派
の

抵
抗
も
少
な
く
、
格
好
の
布
教
の
場
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
覚
大
僧
正
の
備
中
布
教
は
山
陽
道
沿
い
に
そ
の
跡
が
見
ら

れ
る
。
現
在
、
備
中
高
松
の
辺
り
に
も
題
目
石
や
、
大
覚
碑
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
法
華
信
仰
の
広
が
り
を
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。

京
都
の
妙
顕
寺
に
住
し
た
日
像
聖
人
は
、
野
山
の
妙
本
寺
の
大
覚
大
僧
正
に
、
金
銭
や
物
資
の
援
助
を
訴
え
、
ま
た
、
援
助
が
あ
る
と

礼
状
を
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
書
状
が
京
都
の
妙
顕
寺
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
備
中
布
教
の
拠
点
と
な
っ
た
野
山
の
妙
本
寺
、

軽
部
の
大
覚
寺
や
真
備
の
法
華
寺
な
ど
と
山
陽
道
と
の
位
置
関
係
を
み
る
と
、
備
中
高
松
の
地
域
を
徒
歩
で
通
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

フＱ
。

第
二
項
、
松
山
往
来

一
方
（
本
隆
寺
よ
り

一
・五
肺
東
に
は
、
山
陽
道
の
板
倉
宿
か
ら
松
山
城
下

（高
梁
市
）
に
通
じ
る
松
山
往
来
が
通
じ
て
い
る
。
松
山

は
備
中
北
部
の
中
心
地
で
あ
り
、
山
陽
・山
陰
連
絡
の
要
地
で
あ

っ
た
。
し
た
が

つ
て
、
松
山
藩
主
の
参
勤
交
代
の
通
路
と
し
て
、
ま
た
、

大
山
牛
馬
市
場
や
松
山
城
下
南
町
の
牛
市
場

へ
往
復
す
る
牛
馬
や
博
労
達
の
通
路
と
し
て
主
要
な
道
路
で
あ

っ
た
。
松
山
往
来
と
い
う
の

は
江
戸
時
代
の
呼
称
で
、
中
世
に
ど
う
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

そ
の
旧
道
と
、
今
の
国
道

一
八
〇
号
を
対
比
し
な
が
ら
、
板
倉
を
出
発
し
東
か
ら
西
へ
、
さ
ら
に
北
西

へ
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―

板
倉
か
ら
し
ば
ら
く
国
道

一
八
〇
号
に
重
な

っ
て
西
北
上
す
る
が
、
立
田
か
ら
、
同
道
の
南
を
並
行
す
る
。
山
陽
自
動
車
道
を
く
ぐ
り
、

原
古
才
の
集
落
を
進
み
、
音
同
松
の
町
中

へ
入
る
。
こ
こ
に
は
江
戸
時
代
花
房
氏
の
知
行
所
が
あ
っ
た
。
花
房
氏
は
熱
心
な
法
華
信
者
で
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
花
房
氏
の
陣
屋
の
西
門
が
明
治
初
年
に
本
隆
寺
の
山
門
と
し
て
移
建
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
旧
道
を

進
み
、
三
手
を
経
て
門
前
に
至
り
、
国
道

一
八
〇
号
線
に
再
び
重
な
る
。
こ
こ
で
足
守
往
来
を
北
に
分
岐
さ
せ
て
西

へ
向
か
っ
て
進
む
と

足
守
川
に
出
る
。
川
を
渡

っ
た
す
ぐ
右
手
の
矢
喰
神
社
を
見
な
が
ら
過
ぎ
る
と
、
血
吸
川

。
砂
川

。
長
良
川
な
ど
が

一
カ
所
に
集
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
辺
り
は
平
成
二
年

（
一
九
九

一
）
に
山
陽
自
動
車
道
が
開
通
し
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を
知
る
よ
す

が
も
な
い
。
総
社
市
に
入
る
と
、
こ
の
辺
り
か
ら
旧
道
と
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
を
通
り
、
総
社
市
街
地
に
向
け
て
西
に
延
び
て
い
る
。

第
二
節
、
海
路

前
節
で
は
陸
路
に
よ
る
備
中
交
通
を
見
て
き
た
が
、
当
節
で
は
海
路
、
瀬
戸
内
海
航
路
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

律
令
制
成
立
以
前
は
も
と
よ
り
、
律
令
制
下
に
お
い
て
も
九
州
と
畿
内
と
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
が
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
見
え
る
の
は
、
七
五
六

（天
平
勝
宝
八
）
年

一
〇
月
に

「山
陽

。
南
海
の
諸
国
の
春
米
は
、
今
よ
り
以
後
、
海
路
を
取
り
て
遭
送

せ
よ
」
と
の
政
策
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
。
そ
の
後
、
瀬
戸
内
海
は
地
方
と
中
央
を
結
ぶ
重
要
な
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
西
国
布
教
を
見
て
み
て
も
、
尼
崎
、
敦
賀
、
堺
、
兵
庫
、
牛
窓
、
宇
多
津
と
布
教
の
拠
点
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
、
港
な
ど

交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
特
に
敦
賀
以
外
は
室
町
時
代
の
瀬
戸
内
海
の
交
通
路
に
当
た
る
港
で
あ
る
。
従

っ
て
、
日
隆
聖
人
の
西
国
布
教
に

は
舟
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
在
、
児
島
湾
の
足
守
川
河
口
か
ら
十
八
肺
程
上
流
に
あ
る



新
庄
の
地
に
日
隆
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
至
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
新
庄
の
地
に
足
を
止
め
ら
れ
、
本
隆
寺
建
立
の
礎
を
築

か
れ
た
の
か
。
そ
の
頃
の
岡
山
、
特
に
備
中
は
ど
う
い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
、
古
代
に
遡
り
、
ま
ず
地
形
的
変
化
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

第

一
項
、
吉
備
の
穴
海

①
吉
備
の
穴
海

「穴
海
」
と
は
、
島
で
囲
ま
れ
た
沿
岸
部
が
袋
穴
の
よ
う
に
入
り
込
ん
だ
海
峡
を
い
い
、
内
海
と
い
う
表
現
も
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に

松
本
亮
が
著
し
た

『東
備
郡
村
誌
』
に
は
、
「内
海
。
今
児
島
よ
り
内
、
御
野

。
上
道
二
郡
の
前
に
あ
る
内
也
。
古
は
此
海
甚
広
大
に
て
、

児
島
郡
藤
戸
の
地
よ
り
備
中
西
海
に
達
せ
し
と
き
は
、
船
舶
往
来
の
海
な
り
。
」
「内
海
。
穴
海
と
は
、
今
の
内
海
の
古
名
也
。
内
海
と
は

児
島
郡
小
串
よ
り
内
、
御
野

。
上
道
と
児
島
の
間
の
入
海
を
云
う
。
内
海
と
称
す
る
古
き
名
也
。
」
「半
田
山
の
下
迄
宇
海
な
り
し
こ
と
を

し
る
べ
し
。
」
「藤
戸
の
迫
門
あ
せ
ぬ
れ
ど
、
尚
水
路
開
け
り
、
源
平
の
戦
に
佐
々
木
馬
に
て
渡
せ
し
に
、
其
海
面
二
十
余
丁
と
あ
る
を
以

て
可
知
。
‥
‥
・
・ヽ

上
古
其
海
広
大
な
る
こ
と
大
洋
に
ひ
と
し
」
「東
は
邑
久
郡
藤
丼
村

。
土
佐
村

・
山
下

・
福
岡

・
八
日
市
の
川
山
中
、

上
道
郡
久
保

・
堀
の

。
長
利

・
下
村
迄
、
北
は
同
郡
宍
甘

。
土
田

。
国
府
市
場
、
三
野
郡
三
野

・
半
田
山
の
下

。
津
島
、
津
高
郡
横
井

・

栢
谷

・
楢
津
の
山
下
迄
、
西
は
同
郷
辛
川

。
一
の
宮
、
備
中
都
宇
郡
西
山

。
大
内
田

・
山
田

・
帯
江
、
窪
屋
郡
生
坂

・
黒
田

・
水
江
、
又

串
の
山
下
迄
も
屈
曲
、
遥
遠
の
洋
々
た
る
巨
海
な
り
し
な
ら
ん
。
」
と
あ
り
、
６
こ
の
海
が
吉
備
の
穴
海
や
阿
知
潟
と
呼
ば
れ
た
浅
海
だ

っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
日
、
岡
山
駅
に
立

っ
た
と
き
そ
の
海
の
範
囲
は
、
東
は
約
十
五
師
の
瀬
戸
内
市
ま
で
、
北
は
約
三
師
の
岡
山
市
津
島
ま
で
、
南
は
約

十
二
』
の
岡
山
市

（旧
灘
崎
町
）
彦
崎
ま
で
、
西
は
約
十
四
師
の
倉
敷
市
藤
戸
あ
た
り
ま
で
あ
る
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―

一■
■
■
導

く
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あ
る
。
資
料
①
に
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
大
型
古
墳
群
を
示
し

て
い
る
パ
が
、
こ
の
推
定
海
岸
線
か
ら
す
る
と
、
吉
井
川
。砂
川
。

旭
川

・
笹
ヶ
瀬
川

。
足
守
川
の
河
口
と
児
島
と
の
間
に
、
ま
さ

に
大
き
な

〃穴
海
″
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
平
野
が
形
成
さ
れ
た
の
は
有
史
以
後

の
こ
と
で
あ
り
、
沖
積
層
の
堆
積
が
非
常
に
旺
盛
で
あ
っ
た
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
俗
言
に
児
島
湾
は

「毎
朝
半
紙

一
枚
の
厚
さ
で
埋
ま
る
」
と
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
岡
山
平
野
の
基
盤
は
花
商
岩
類
で
あ
り
、
そ
の
深
度
は

旭
川
河
口
に
近
い
浜
野
付
近
で
マ
イ
ナ
ス
七

一
ｍ
、
児
島
湾
干

拓
地
で
マ
イ
ナ
ス
三
七
〇

ｍ
、
足
守
川
が
合
流
し
て
児
島
湾
に

注
ぐ
笹
ヶ
瀬
川
河
口
が
も
っ
と
も
深
く
、
マ
イ
ナ
ス
六
〇
〇
～

七
〇
〇
ｍ
で
あ
る
。
花
同
岩
の
上
に
は
第
三
紀
層
が
厚
さ
五
〇

Ｏ
ｍ
前
後
堆
積
し
て
い
る
。
等
重
力
線
図
な
ど
か
ら
考
察
す
る

と
、
笹
ヶ
瀬
川
流
域
お
よ
び
そ
の
河
回
が
新
生
代
地
層
の
堆
積

が
最
も
厚
い
こ
と
が
わ
か
る
。
は

一
般
的
に
海
岸
部
は
、
三
角

州

（デ
ル
タ
）
の
成
長
に
よ
っ
て
陸
化
さ
れ
て
い
く
。
穴
海
の

資料①
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場
合
、
旭
川
が
搬
出
し
た
シ
ル
ト

（粘
土
と
砂
の
中
間
物
）
。
砂
を
海
中
に
堆
積
し
て
陸
化
し
た
。
こ
れ
が
岡
山
三
角
州
で
、
そ
の
上
を

流
れ
る
旭
川
の
各
分
流
は
、
普
通
時
に
は
土
砂
を
河
道
に
堆
積
し
天
丼
川
化
す
る
が
、
洪
水
時
に
は
溢
水
し
、
乱
流
し
、
広
い
氾
濫
原
を

形
成
し
た
の
で
あ
る
。

②
古
代
の
貝
塚

『東
備
郡
村
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
真
疑
は
、
岡
山
平
野
の
周
辺
で
発
掘
さ
れ
た
貝
塚
の
分
布
に
よ
っ
て
も
あ
る
程
度
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
。
（資
料
②
）
貝
塚
は
原
始
時
代

（石
器
時
代
）
の
人
々
が
、
日
常
食
用
に
供
し
た
貝
類
の
殻
を
棄
て
た
も
の
が
堆
積

し
、
普
通
は
土
に
覆
わ
れ
て
今
日
ま
で
残
存
し
て
い
る
も
の
を
い
う
の
で
あ

っ
て
、
当
時
の
人
々
の
住
居
の
近
く
に
あ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
貝
塚
は
貝
殻
の
み
で
な
く
、
ご
み
棄
場
で
も
あ

っ
た
か
ら
土
器
片
な
ど
も

一
緒
に
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

資料②

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―
矢部
、織
湘
如
段
　
　
　
　
　
　
矢
部
、
旧
灘
崎
町
彦
崎
な
ど
に
も
貝
塚
が
あ

１
６
１
１
１
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
れ
ら
内
海
の
沿
岸
は
海
の
幸
に
恵
ま

早島  1:



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

れ
、
背
後
の
山
丘
は
木
の
実
の
採
集
と
シ
カ
・イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
を
狩
猟
す
る
の
に
適
し
た
場
所
で
あ

っ
た
。
縄
文
人
の
生
活
に
と
っ

て
快
適
な
条
件
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

新
庄
よ
り
六
肺
南
の
早
島
か
ら
平
地
を
少
し
西
へ
行
く
と
倉
敷
市
街
地
の
東
南
に
位
置
す
る
向
山
丘
陵
に
至
る
。
こ
の
丘
陵
の
北
の
瑞

で
山
裾
が
平
地

へ
移
る
地
点
に
縄
文
時
代
の
羽
島
貝
塚
が
あ
る
。
こ
の
貝
塚
で
は
貝
殻
が
含
ま
れ
て
い
る
土
層
の
下
に
砂
の
層
が
み
ら
れ

る
。
そ
の
砂
は
、
海
岸
の
少
し
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
へ
波
浪
や
潮
流
が
造
成
し
た
砂
州
を
形
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
八
〇
〇
〇
年
あ

ま
り
前
に
播
磨
灘
の
西
端
に
ま
で
達
し
て
い
た
海
水
が
、
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
て
児
島
湾

へ
侵
入
し
向
山
の
山
裾
ま
で
達
し
て
、
潮
流
や

波
浪
が
海
辺
の
山
麓
を
浸
食
し
た
砂
を
運
ぶ
こ
と
で
海
辺
に
砂
州
を
造

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
来
上
が

っ
た
砂
州
上
に
、
や
が
て

人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
て
い
る
。
羽
島
貝
塚
下
層
の
砂
の
中
か
ら
は
、
今
か
ら
六
〇
〇
〇
年
ば
か
り
前
の
縄
文
時

代
前
期
初
め
の
土
器
片
や
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。

③
中
世
の
貝
塚

中
世
の
貝
塚
は

一
般
的
に
み
る
と
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
貝
塚
が
あ

っ
た
地
点
よ
り
沖
合
で
あ
っ
た
場
所
で
発
見
さ
れ
る
。
早
島

町
内
の
丘
陵
上
で
貝
塚
と
判
る
場
所
と
し
て
は
、
無
津

。
千
光
寺

・
城
山
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
多
く
存
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
早
島
は
、
倉
敷
市
域
の
縄
文
貝
塚
所
在
地
で
あ

っ
た
黒
崎

。
五
日
市

・
羽
島
な
ど
か
ら
す
る
と
東
の
沖
合
で
あ
り
、
岡

山
市
の
大
内
田

・
妹
尾
大
村
池
下
の
縄
文
貝
塚
や
関
戸

。
高
尾
の
弥
生
貝
塚
か
ら
は
南
西
沖
合
に
位
置
し
て
い
る
。
中
世
と
も
な
る
と
、

沖
合
の
海
に
面
し
て
い
た
早
島
付
近
で
も
干
潟
が
設
立
す
る
ほ
ど
に
、
高
梁
川
の
沖
積
作
用
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
江
戸

時
代
に
干
拓
平
地
が
成
立
す
る
前
段
階
の
時
代
だ

っ
た
と
い
え
る
。

貝
塚
の
貝
は
、

ハ
イ
ガ
イ
が
圧
倒
的
に
多
い
。
放
射
状
の
肋
条
が
二
〇
本
弱
見
ら
れ
る
二
枚
貝
で
、
こ
の
地
方
で
は
縄
文
時
代
の
貝
塚



以
来
、
貝
塚
の
貝
の
主
要
な
種
類
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
児
島
湾
の
干
潟
で
モ
ガ
イ

（サ
ル
ボ
ウ
）
の
養
殖
が
始
ま
る
ま
で
、

ハ

イ
ガ
イ
は
、
干
潟
の
貝
の
中
で
主
流
で
あ
り
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
モ
ガ
イ
の
身
は
ハ
イ
ガ
イ
よ
り
も
軟
ら
か
く
、
泥
海
で
の
養
殖
に
適

し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
海
面
の
陸
地
化
が
進
む
中
で
現
在
の
よ
う
に
児
島
は
陸
続
き
と
な
り
、
内
海
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
や
が
て
内
陸
の
地
に
な

っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
足
守
川
の
中

。
下
流
域
は
、
こ
の
川
の
も
た
ら
す
土
砂
に
よ
っ
て
沖
積
平
野
と
し
て
陸
地
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

第
二
項
　
瀬
戸
内
の
航
路

①
鎌
倉
期
以
前
の
航
路

前
項
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
児
島
は
完
全
な
島
と
し
て
存
在
し
て
い
る
時
代
が
あ

っ
た
。
そ
の
頃
、
瀬
戸
内
海
を
東
西
に
航
海
す
る
船

の
航
路
は
、
児
島
の
北
側
を
通
過
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
高
梁
川
な
ど
の
沖
積
作
用
で
海
深
が

浅
く
な
り
、
本
州
と
児
島
の
間
の
海
域
が
狭
ま
る
に
つ
れ
て
、
児
島
の
北
を
航
行
す
る
船
舶
は
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
児
島
の
北
側
の
ル
ー
ト

（北
航
路
）
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
文
献
史
料
が
少
な
く
、
史
料
中
の
地
名
表
示

も
明
確
で
な
い
古
代
か
ら
中
世
の
時
代
に
お
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
数
少
な
い
史
料
か
ら
推
測
し
て
い
み
る
。

ま
ず
、
蓮
禅
と
い
う
僧
侶
が
平
安
期
に
著
し
た

『本
朝
無
題
詩
』
の
中
に
は
、
瀬
戸
内
海
を
船
で
遊
覧
し
て
紀
行
先
各
地
で
詠
ん
だ
漢

詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
に
こ
れ
に
は
、
門
司

。
長
門

・
周
防

。
安
芸
赤
崎
か
ら
道
回

・
藤
戸

・
甲
浦

・
虫
上

。
室
の
順
序
で
漢
詩
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
蓮
禅
は
、
九
州
か
ら
瀬
戸
内
沿
岸
を
東
向
き
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
国
の
津
は
現
在
の
玉
島
道
口
付
近
と
考

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

え
ら
れ
、
港
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
玉
島
付
近
も
弥
高
山
山
塊
と
そ
の
南
の
乙
島

・
柏
島

・
寄
島
の
間
に
、
海
路
と
し
て
利
用
可
能
な

水
域
が
見
え
る
。
そ
の
後
、
蓮
禅
は
藤
戸
浦
を
過
ぎ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
航
行
ル
ー
ト
は
北
航
路
を
通
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

平
安
末
期
の
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
、
高
倉
上
皇
が
安
芸
厳
島
神
社
に
参
詣
し
た
復
路
で
は
、
「備
前
国
内
海
」
を
航
行
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
も
、
北
航
路
が
使
用
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『平
家
物
語
』
『源
平
盛
衰
記
』
な

ど
に
記
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「藤
戸
合
戦
」
に
お
け
る
先
陣
争
い
の
話
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
藤
戸
の
沖
は
す
で
に
か
な
り
の
浅
瀬
の
部

分
が
広
が

っ
て
お
り
、
大
船
団
や
大
型
船
舶
の
通
行
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
鎌
倉
末
期
の
正
安
二
年
２

〓
一

〇
〇
）
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る

「備
前
国
上
道
郡
荒
野
庄
領
地
図
」
（大
宮
家
文
書
）
に
も
、
「
フ
ジ
ト
ノ
ロ
ロ
」
と
い
う
記
載
が
見
え
て

お
り
、
藤
戸
が
海
峡
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
ぃ

以
上
の
よ
う
に
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
は
、
な
る
べ
く
安
全
な
陸
地
沿
い
の
北
航
路
が
採
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
南
北
朝

。
室
町

。
戦
国
期
の
航
路

で
は

一
体
、
南
北
朝
期
以
降
、
児
島
付
近
の
船
舶
航
行
ル
ー
ト
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
に
は
、
朝

鮮
か
ら
の
使
者
宗
希
環
が
著
し
た

『老
松
堂
日
本
行
録
』
に
よ
る
と
、
対
馬

・
壱
岐
を
経
て
、
博
多
に
半
年
ほ
ど
滞
在
し
た
後
、
二
月
下

旬
ご
ろ
か
ら
瀬
戸
内
海
航
路
を
東
上
し
、
四
月
初
め
に
玉
野
市
日
比
を
通
過
し
て
入
京
、
将
軍
足
利
義
持
に
謁
見
し
た
後
、
再
び
瀬
戸
内

海
を
西

へ
向
か
っ
て
朝
鮮

へ
の
帰
途
に
つ
い
て
い
る
。
そ
の
途
中
の
七
月
七
日
、
兵
庫
県
室
津
を
出
発
し
、
下
津
丼
に
停
泊
し
た
よ
う
で

あ
る
。
“
戦
国
期
以
降
に
な
る
と
、
瀬
戸
内
海
航
路
を
東
西
に
航
行
中
、
潮
待
ち
で
下
津
丼
に
入
港
し
た
り
、
沖
で
停
泊
し
た
例
や
日
比

に
停
泊

。
停
船
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

文
安
二
年

（
一
四
四
五
）
の

『兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に
は
、
児
島
の
南
北
共
に
船
籍
地
が
分
布
し
て
い
る
。
（資
料
③
）
こ
の
ほ
ぼ



一
年
間
の
う
ち
、
下
津
丼
船
は
三
十
三
隻
が
兵
庫
北
関
に
入

港
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
津
丼
が
瀬
戸
内
海
航
路

上
で
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
港
の

一
つ
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
年
、
北
部

八
浜
の
二
百
石
積
の
船
六
隻
が
入
港
し
て
い
る
の
が
見
え
、
ぃ

下
津
丼
に
は
及
ば
な
い
が
依
然
と
し
て
北
航
路
も
航
路
と
し

て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
初
め
児
島
の
北
を
航
行
し
て
い
た
船

は
、
倉
敷
付
近
の
沖
積
に
伴

っ
て
船
の
航
行
が
し
に
く
く
な
っ

た
北
側
を
避
け
て
児
島
の
南
側
を
通
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ

た
こ
と
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
お
よ
そ

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
、
航
路
の
変
化
に
伴

っ
て
児
島
北
岸
の
藤
戸
浦
か

ら
南
岸
の
下
津
丼

へ
寄
港
地
が
変
わ

っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

③
足
守
川
の
遡
行

こ
の
北
航
路
は
、
河
川
の
沖
積
作
用
に
よ
っ
て
や
が
て
陸
続
き
と
な
り
、
内
海
で
あ

っ
た
所
は
現
在
の
様
に
、
児
島
湾
と
な

っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
そ
の
北
航
路
と
備
中
本
隆
寺
を
結
ぶ
の
は
、
眼
前
を
流
れ
る
足
守
川
で
あ
り
、
新
庄
の
地
よ
り
下
流

へ
約
十
師
の
と
こ
ろ
で

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
― 兵庫北日入松納帳に見える倉敷周辺の船籍地

『倉敷市史 2古代中世』より



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

笹
ヶ
瀬
川
に
注
流
し
、
さ
ら
に
八
肺
流
れ
て
児
島
湾
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
こ
の
下
流
域
は
、
天
丼
川
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川

の
沖
積
作
用
が
い
か
に
旺
盛
か
を
物
語

っ
て
い
る
。

新
庄
よ
り
約
四
ｂ
下
流
に
あ
る
岡
山
市
納
所
の
古
老
の
話
で
は
、
か
つ
て
は
納
所
に
米
蔵
が
あ

っ
て
年
貢
米
を
納
め
て
お
り
、
そ
の
米

を
積
み
出
す
た
め
児
島
湾
か
ら
納
所
ま
で
舟
が
入

っ
て
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
納
所
の
地
名
の
由
来
の
言
い
伝
え
で
あ
る
が
、

古
く
は
納
所
付
近
ま
で
遡
行
可
能
で
あ
っ
た
時
代
が
長
く
続
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
の

『備
前
備
中
灘
道
舟
路
記
』
（岡
山
大
学
附
属
図
書
館

「池
田
家
文
庫
」
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
¨
さ

ら
に
二
肺
程
下
流
に
行

っ
た
庭
瀬
ま
で
は
、
児
島
湾
か
ら
足
守
川
を
通
り
二
百
石
積
の
舟
の
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
足
守
川
の
埋
没
が
進
み
、
大
型
船
の
入
港
が
で
き
な
く
な
り
、
庭
瀬
の
舟
入
り
に
は
小
型
船
の
入
港
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
南
北
朝
期
頃
に
は
、
足
守
川
で
は
し
ば
し
ば
小
舟
の
よ
う
な
船
の
往
来
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
で
は
、
そ
の
足
守
川
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
項
で
も
う
少
し
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
二
項
、
湛
井
十
二
か
郷
用
水

①
湛
井
十
二
か
郷
用
水

吉
備
高
原
を
流
れ
た
高
梁
川
が
総
社
平
野
に
流
れ
出
る
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
出
口
に
当
た
る
総
社
市
井
尻
野
字
湛
丼
に
設
け
ら
れ
て
い

る
丼
堰
が
高
梁
川
最
大
の
規
模
と
伝
統
を
も
つ
湛
井
堰
で
あ
る
。
現
在
の
湛
井
堰
は
岡
山
県
の
高
梁
川
用
水
改
良
計
画
に
基
づ
い
て
昭
和

四
十
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
定
堰
に
改
修
さ
れ
、
改
修
前
ま
で
の
丼
堰
は
毎
年
春
彼
岸
頃
に
木
枠
を
沈
め
た
う
え
、
川
石
を
つ
め
て
高
梁

川
を
堰
き
止
め
、
用
水
が
不
要
に
な
る
秋
彼
岸
頃
に
撤
去
す
る
の
を
習
わ
し
と
し
て
い
た
。



よ
っ
て
、
高
梁
川
を
上
下
し
て
物
資
の
輸
送
に
あ
た

っ
て
い
た
高
瀬
舟
や
筏
も
、
春
彼
岸
後
は
湛
井
堰
が
築
造
さ
れ
る
と
、
通
行
を
差

し
止
め
ら
れ
、
そ
の
期
間
は
湛
丼
で
荷
物
を
積
み
替
え
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
水
の
豊
富
な
年
に
は
底
枠
だ
け
を
入
れ

て
済
ま
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
出
水
時
に
底
枠
の
上
を
越
し
て
通
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
ま
た
舟
通
し
を
開
い
て
お
く
こ
と

も
あ

っ
た
か
ら
、
実
際
に
高
瀬
舟
や
筏
の
通
行
が
差
し
止
め
ら
れ
た
の
は
早
魃
の
年
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
二
か
郷
は
用
水
期

間
中
に
は
水
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
通
行
を
差
し
止
め
る
権
利
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
都
合
に
よ
っ
て
は
早
魃
の
時
以
外
に
も
通
行
を

差
し
止
め
、
船
頭

。
船
主
等
と
紛
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

湛
井
堰
が
こ
の
よ
う
に
強
力
な
優
先
的
取
水
権
や
高
瀬
舟
の
通
行
差
止
権
を
持

っ
て
い
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
①
湛
井
堰

の
創
始
が
極
め
て
古
い
、
②
高
梁
川
の
氾
濫
原
を
開
発
し
た
た
め
、
③
下
流
の
酒
津
等
の
井
堰
が
創
設
さ
れ
た
頃
に
は
、
す
で
に
十
二
か

郷
に
よ
る
湛
井
堰
か
ら
の
取
水
権
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
、
等
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）
に
上

流
の
高
瀬
舟
の
船
主

。
船
頭
ら
と
湛
井
堰
通
行
差
し
止
め
を
め
ぐ

っ
て
紛
争
が
起
こ
っ
た
時
に
、
十
二
か
郷
側
が
湛
丼
堰
の
創
始
は
六
百

年
前
で
あ
る
が
、
高
瀬
舟
の
就
航
は
百
六
十
年
に
し
か
な
ら
ぬ
と
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ば

②
高
梁
川
と
足
守
川

現
在
、
湛
丼
堰
か
ら
総
社
平
野
を
東
流
す
る
十
二
か
郷
用
水
の
幹
線
水
路
は
、
総
社
市
丼
尻
野
字
湛
丼
か
ら
阿
部

。
西
山
を
経
て
、
元

の
備
中
国
衝
と
考
え
ら
れ
る
金
井
戸
の

「御
所
の
内
」
の
東
側
を
流
れ
総
社
市
上
林
字
落
合
に
至
る
。
こ
の
上
林
字
落
合
か
ら
岡
山
市
新

庄
上
字
岩
崎
の
亀
岩
ま
で
の
幹
線
水
路
は
前
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『備
中
誌
』
の
井
尻
野
村
の
項
を
見
る
と
、

延
喜
前
後
、
真
壁
辺
新
墾
の
地
な
り
し
頃
ハ
、
今
の
松
山
川
南
と
東
に
流
れ
て
、
甚
東

ハ
湛
丼
よ
り
真
壁

・
井
手
村

。
清
水

へ
流
れ

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

し
也
。
何
れ
の
頃
に
や
、
東
側
を
堰
き
留
め
て
、
南
川
へ
流
し
か
け
た
り
。

と
あ

っ
て
、
ぃ
古
く
高
梁
川
が
丼
尻
野
か
ら
東

へ
分
流

（高
梁
川
東
分
流
）
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

総
社
市
金
井
戸
の

「御
所
の
内
」
に
あ

っ
た
備
中
国
衝
は
南
を
東
分
流
の
本
流
、
北
か
ら
東
に
か
け
て
支
流
が
流
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
東
分
流
を
利
用
し
て
租
等
の
税
を
運
ぶ
舟
運
の
便
が
考
慮
さ
れ
て
、
こ
の
地
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

岩
崎
の
亀
岩
か
ら
下
流
で
は
、
足
守
川
が
十
二
か
郷
用
水
の
幹
線
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
足
守
川
は
倉
敷
市
矢
部

。
日
畑
、

岡
山
市
撫
川
を
経
て
児
島
湾
に
注
流
し
て
い
る
が
、
高
梁
川
東
分
流
が
退
化
す
る
ま
で
の
足
守
川
は
東
分
流
に
注
流
す
る

一
支
流
で
あ
っ

た
。
ま
た
当
時
、
そ
の
支
流
の
う
ち
の

一
つ
が
東
に
向
け
て
流
れ
、
高
松
の
町
を
通

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
、
加
茂
用
水

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
両
岸

一
帯
は
水
田
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
水
路
の
北
側
に
沿

っ
て
東
西
に
細
長
く
続
く
高
松
の

町
並
は
周
辺
の
水
田
地
帯
よ
り
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
元
の
高
梁
川
東
分
流
の
自
然
堤
防
跡
と
思
わ
れ
、
羽
柴
秀
吉
の
水
攻
め

で
有
名
な
高
松
城
付
近
の
水
田
地
帯
は
土
地
が
低
く
冠
水
し
や
す
い
場
所
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
背
湿
地
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
高
梁
川
東
分
流
の
跡
背
湿
地
に
築
か
れ
て
い
た
高
松
城
は
守
る
に
易
く
攻
め
る
に
難
し
い
堅
城
で
あ
り
、
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）

中
国
征
討
に
向
か
っ
た
秀
吉
を
悩
ま
せ
、
つ
い
に
天
下
に
名
高
い
水
攻
め
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
堤
防
跡
と
足
守
川
の
位
置
を
考
え

れ
ば
、
水
攻
め
は
最
も
効
果
的
な
高
松
城
攻
略
法
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
秀
吉
は
わ
ず
か
十
数
日
で
延
長
三
師
に
及
ぶ
長
大
な
堤
防
を
築

か
せ
、
足
守
川
の
水
を
引
い
て
水
攻
め
を
行
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
堤
防
は
高
梁
川
東
分
流
の
残
し
て
い
た
自
然
堤
防
を
巧
み

に
利
用
し
て
短
時
日
で
完
成
し
、
し
か
も
大
き
な
効
果
を
得
た
の
で
あ
る
。

③
湛
丼
堰
の
起
源

で
は
、
高
梁
川
の
湛
井
堰
が
整
備
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。



平
安
中
期
の
延
喜
五
年

（九
〇
五
）
に
編
纂
さ
れ
た

『延
喜
式
』
の

「巻
廿
六
主
税
上
」
を
み
る
と
、
備
中
国
の
項
に
は

「正
税
公
癖

各
丹
万
束
、
国
分
寺
料
三
万
束
、
蓮
厳
寺
料

一
千
束
、
文
殊
会
料
二
千
東
、
修
造
堰
溝
料

一
万
七
千
束
、
駅
家
料

一
万
束

（以
下
略
と

と

あ

っ
て
、
堰
と
溝
の
修
造
料
と
し
て
国
費
か
ら

一
万
七
千
束
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『延
喜
式
』
よ
り
お
よ
そ

一
世
紀
前
の
平
安
初
期
に
編
纂
さ
れ
た

『弘
仁
式
』
の

「巻
廿
五
主
税
上
」
の
な
か
に
も
、
「備
中
国
、

正
税
公
癖
各
丹
万
束
、
国
分
寺
料
三
万
束
、
修
造
堰
溝
料

一
万
束
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ぃ

『延
喜
式
』
に
よ
っ
て
他
の
国
の
場
合
を
み
る
と
、
周
辺
の
備
前
国

・
美
作
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
す
べ
て

「修
理
池
溝
料
」
、
つ
ま
り

池
と
溝
の
修
理
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
堰
の
修
造
料
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
国
費
か
ら
堰
の
修
造
料
を
あ
て
が

わ
れ
て
い
た
の
は
備
中
国
だ
け
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
毎
年
多
額
の
国
費
を
も
っ
て
修
造
の
行
わ
れ
て
い
た
井
堰
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
相
当
の
規
模
を
も
っ
た
井
堰
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
備
中
国
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
大
き
な
丼
堰
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
高
梁

川
筋
に
設
け
ら
れ
て
い
た
丼
堰
と
考
え
ら
れ
、
高
梁
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
川
舟
や
筏

の
就
航
の
た
め
、
取
り
払
う
必
要
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
毎
年
の
修
造
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
『弘
仁
式
』

に
記
載
さ
れ
た
備
中
国
の
修
造
堰
溝
料
が

一
世
紀
後
の

『延
喜
式
』
で
は
七
千
束
も
増
加
し
て
い
る
の
は
、
井
堰
の
規
模
の
拡
大
と
と
も

に
用
水
路
の
整
備
や
そ
の
維
持
費
用
の
増
額
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

『弘
仁
式
』
。
『延
喜
式
』
に
見
え
る
井
堰
は
、
も

と
も
と
現
在
の
総
社
市
井
尻
野
の
俗
に

「六
本
柳
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
二
か
郷
村
内
で
は
、
そ
の
後
、
平

安
末
期
の
寿
永
元
年

（
一
一
八
二
）
に
妹
尾
太
郎
兼
康
が
も
と
あ

っ
た
井
堰
を
湛
丼
に
場
所
替
え
し
、
整
備
、
築
造
し
た
と
い
う

「兼
康

築
造
説
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
兼
康
は
備
中
妹
尾
郷

（現
在
の
岡
山
市
妹
尾
付
近
）
に
所
領
を
持
ち
、
平
氏
の
有
力
な
家
人
と
し
て
、
『平

家
物
語
』
に
そ
の
武
勇
を
称
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
が
果
た
し
て
そ
の
伝
承
の
と
お
り
湛
井
堰
を
築
造
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
全
く
確
証
が
な
い
。
し
か
し
、
十
二
か
郷
で
は
湛
井
堰
が
妹
尾
太
郎
兼
康
に
よ

っ
て
平
安
末
期
の
寿
永
年
中
に
築
造
さ

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

れ
た
と
伝
え
て
お
り
、
そ
れ
は
単
な
る
伝
承
と
い
う
よ
り
も
確
か
な
事
実
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
の
は
丼
尻
野
か
ら
岩
崎
あ
た
り
ま
で
で
あ
り
、

岩
崎
か
ら
下
流
の
幹
線
水
路
や
主
要
分
水
路
が
整
備
さ
れ
た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
岩
崎
以
南
の
現
在
の
足
守

川
は
、
も
と
も
と
高
梁
川
東
分
流
の

一
支
流
で
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
足
守
川
が
岩
崎
か
ら
真

っ
す
ぐ
に
そ
の
支
流
を
流
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
東
分
流
は
退
化
し
前
川
も
足
守
川

へ
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
足
守
川
が
幹
線
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
流
域
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
岡
山
城
主
宇
喜
多
秀
家
が
倉
敷
付
近
の
新
田
開
発
を
行

っ
た
と
き
に
は
、
倉
敷
市

日
畑
字
西
山
の
下
流
四
か
郷
分
水
所
か
ら
取
水
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
頃
ま
で
に
は
下
流
四
か
郷
分
水

所
も
ほ
ぼ
後
世
の
形
を
整
え
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
室
町
末
期
に
は
ほ
ぼ
現
在
と
大
差
の
な
い
ほ
ど
に
用
水

路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
井
尻
野
か
ら
岩
崎
の
亀
岩
ま
で
の
幹
線
水
路
や
主
要
分
水
路
の
整
備

が
進
め
ら
れ
た
の
は
平
安
時
代
に
遡
り
、
こ
れ
に
対
し
て
亀
岩
か
ら
下
流
は
南
北
朝
か
ら
室
町
末
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
世
、
湛
井
か
ら
亀
岩
ま
で
の
地
域
を
上
郷
と
い
い
、
そ
れ
よ
り
下
流
を
下
郷
と
称
し
て
い
る
の
も
、

こ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

④
岩
崎
の
亀
岩

岡
山
市
新
庄
上
字
岩
崎
の
亀
岩
は
現
在
、
十
二
か
郷
用
水
の
下
四
か
郷

へ
の
岩
崎
分
水
所
と
な

っ
て
お
り
、
東

へ
加
茂
用
水

（岩
崎
用

水
）
、
西

へ
新
庄
用
水
を
分
岐
し
て
い
る
。
岩
崎
分
水
所
は
昭
和
二
十
五
年
に
そ
れ
ま
で
の
土
俵
堰
に
変
わ

っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
に
改

修
さ
れ
て
い
る
が
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
に
描
か
れ
た
絵
図
に
よ
る
と
、
の
亀
岩
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
（資
料
④
）



り
　

　

流
作
場
と
は
、
高
塚
村

の
出
作
地
で
あ

っ
て
、
堤
防
の

ほ
　

外
側

の
洲
に
開
か
れ
て
い
た
田
畑
の
こ
と
を
い
い
、
出
水

救
　

時
に
は
冠
水
し
て
作
物
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
虞
れ
の
あ
る

用韻
　

場
所

で
あ
る
。

こ
の
流
作
場
は
足
守
川
の
導
流
堤

の
役
割

・２
　

を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
足
守
川
の
流
出
す

湯

　

る
土
砂
が
前
川
に
逆
流
し
て
、
下
四
か
郷

へ
の
流
水
に
支

中備
　

障
を
起

こ
す

こ
と
に
な
り
、
ま
た
上
流
の
総
社
市
赤
浜
に

湛
水
し
て
冠
水

の
被
害
を
も
た
ら
す
虞
れ
も
あ

っ
て
、
重

要
な
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。

赤
浜
は
土
地
が
低
く
、
し
か
も
上
流
の
悪
水
が

一
手
に
集
ま
る
前
川
の
下
流
右
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
冠
水
の
被
害
を
蒙
る
こ
と
が
多

く
、
近
年
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
洪
水
が
あ

っ
た
。
本
隆
寺
第
二
世
日
学
上
人
の
建
立
さ
れ
た
妙
徳
寺
が
後
に
、
現
在
の
地
に
移
築
さ

れ
た
と
い
う
の
も
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
節
　
経
路
に
つ
い
て
の

一
考
察

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
隆
聖
人
の
備
中
ま
で
の
経
路
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
第
二
節
の
陸
路
で
あ
る
が
、
大
覚
大
僧
正
や

一
遍
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
布
教
に
格
好
の
場
所
は
街
道
沿
い
の
、
し
か

も
賑
わ
い
を
見
せ
る
宿
場
町
で
あ

っ
た
。
備
前
国
の
福
岡
市
、
備
中
国
の
辛
川
宿
、
軽
部
宿
が
そ
う
で
あ
る
。
備
中
国
、
新
庄
の
本
隆
寺

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―

資料④

岩崎の亀岩



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の
一
考
察
―

の
近
辺
を
山
陽
道
と
松
山
往
来
と
い
う
二
本
の
街
道
が
通
る
も
の
の
い
ず
れ
も

一
』
程
度
離
れ
て
お
り
、
街
道
沿
い
と
い
う
に
は
遠
す
ぎ

る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
何
か
目
標
と
な
る
も
の
が
あ

っ
た
の
で
は
と
考
え
れ
ば
、
現
在
は
庚
申
山
と
呼
ん
で
い
る
寺
山
の
関
連
で

あ
る
。
庚
申
山
の
伽
藍
は
い
ず
れ
の
街
道
か
ら
も
よ
く
見
え
る
岩
崎
山
の
山
頂
に
あ
り
、
日
隆
聖
人
は
そ
こ
を
目
指
し
て
来
ら
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
か
の
街
道
に
歩
を
進
め
ら
れ
て
い
た
聖
人
は
、
日
に
付
い
た
そ
の
寺
山
を
目
指
し
て
来
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
章
の
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
、
本
能
寺
第
五
十
七
世
の
日
唱
上
人
が

一
七
八
〇
年
頃
に
著
さ
れ

た

『
両
山
歴
譜
』
に
は

備
中
州
有
二
帝
釈
山

一依

・師
教

一僧
俗
授
戒
立
二
一
宇

」
Ｆ
一本
隆
寺

・差
・
日
学
上
人
一為

・第
二
祖

・

と
あ
り
、
備
中
本
隆
寺
の
項
で
帝
釈
山
つ
ま
り
庚
申
山
の
名
を
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
日
唱
上
人
の
頃
は
、
庚
申
信
仰
が
隆

盛
を
極
め
た
頃
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
本
隆
寺
蔵
の

「縁
起
」
な
ど
で
は
、
第
七
世

日
正
上
人
の
頃
が
庚
申
山
の
初
見
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
節
で
述
べ
た
海
路
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
ま
ず
、
日
隆
聖
人
の
西
国
布
教
に
お
い
て
は
や
は
り
舟
を
用
い
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
日
隆
聖
人
が
備
中
に
布
教
さ
れ
た
当
時
、
児
島
湾
は
沖
積
の
中
途
で
あ
り
、
ま
だ
児
島
は
島
と
し
て
独
立
し
て
い

た
。
し
か
し
、
藤
戸
の
門
は
か
ろ
う
じ
て
通
れ
る
よ
う
な
状
況
で
、
大
型
船
の
船
団
な
ど
は
南
航
路
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
陸
路
に
近
い
完
全
な
北
航
路
を
取
っ
て
い
た
。

時
代
が
少
し
下
が
る
が
、
注
目
で
き
る
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
備
前
野
々
回
の
旧
家
、
大
村
家
に
伝
蔵
さ
れ
る
『道
中
日
記
』
で
あ
る
。
佗

こ
れ
は
、
法
華
門
徒
で
あ
る
大
村
氏
が
野
々
口
を
出
発
し
て
、
比
企

。
池
上

。
身
延
の
三
山
参
詣
に
行
く
様
子
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

あ
る
年
の
二
月
二
十
六
日
が
出
発
日
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「野
々
口
村
よ
り
今
保
二
付
」
と
、
初
日
の
旅
程
を
筆
者
は
残
し
て
い
る
。
野
々

回
は
松
田
氏
の
本
拠
地
金
川
か
ら
南
に
約
二
師
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
彼
ら
は
こ
こ
か
ら
最
初
の
日
に
今
保
に
着
い
た
。
今
保
と
は
足
守
川



の
河
回
、
当
時
は
児
島
湾
の
小
港
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
こ
か
ら
、
堺
ま
で
船
路
を
選
ん
だ
。
翌
二
月
二
十
七
日
、
今
保
か
ら
乗
船
、
児
島

湾
を
横
切

っ
て
海
上
八
里
、
備
前
牛
窓
港
に
着
く
。
著
者
は
、
こ
の
日
記
が
天
文
十
年

（
一
五
四

一
）
か
ら
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）
の

間
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
日
隆
聖
人
が
備
中
布
教
さ
れ
た
頃
は
足
守
川
は
ま
だ
現
在
の
よ
う
に
笹
ヶ
瀬
川
に
注
流
せ
ず
、
そ
の
ま

ま
児
島
湾
に
注
い
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
は
河
口
か
ら
新
庄
ま
で
は
十
八
ｂ
程
あ
る
が
、
そ
れ
が
今
保
ま
で
だ
と
す
る
と
八

肺
程
に
な
り
、
足
守
川
を
遡
上
さ
れ
る
の
に
現
在
よ
り
は
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
河
口
付
近
に
は
庭
瀬
の
内
港
が
発
達
し
て
お

り
、
他
に
も
小
港
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ま
ま
そ
の
足
守
川
を
遡
上
さ
れ
た
の
は
、
他
に
何
か
大
き
な
目
的
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
足
守
川
、
さ
ら
に
は
高
梁
川
の
上
流
に
目
を
向
け
る
と
、
野
山
妙
本
寺

（旧
賀
陽
町
）
が
あ
る
。
こ
こ
は
日
像
聖

人
の
命
を
受
け
た
大
覚
大
僧
正
が
創
立
し
た
寺
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
覚
大
僧
正
の
足
跡
を
迪
ら
れ
た
日
隆
聖
人
が
、
こ
こ
を
備
中
に
お

け
る
最
終
目
的
地
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
で
日
隆
聖
人
が
新
庄
の
地
に
足
を
止
め
ら
れ
た
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
第
二
節
第
二
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

足
守
川
は
古
来
、
高
梁
川
の
東
分
流
に
注
流
す
る

一
支
流
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
東
分
流
の
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
廃
川
に
な
り
、

そ
れ
が
用
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
総
社
平
野
を
貫
流
し
、
新
庄
の
岩
崎
ま
で
を
灌
漑
す
る
湛
井

十
二
か
郷
用
水
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
湛
丼
堰
か
ら
岩
崎
亀
岩
ま
で
を
上
郷
、
そ
れ
よ
り
下
流
を
下
郷
と
い
い
、
岩
崎
亀
岩
ま
で
の

上
郷
は
、
平
安
時
代
に
は
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
舟
を
通
さ
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
に
描
か
れ
た
絵
図
に
よ
る
と
、
岩
崎
の
分
水
所
は
亀
岩
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
亀
岩
は

四
つ
の
大
岩
か
ら
な
り
、
そ
の

一
番
東
側
の
岩
か
ら
高
塚
の
流
作
場
の
北
端
に
か
け
て
土
俵
十
六
俵
で
堰
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
室
町

の
時
代
も
こ
の
仕
組
み
に
さ
ほ
ど
の
変
わ
り
が
な
い
と
考
え
る
と
、
足
守
川
を
遡
上
さ
れ
て
い
た
日
隆
聖
人
の
舟
が
こ
こ
、
新
庄
岩
崎
で

日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―



日
隆
聖
人
の
備
中
本
隆
寺
へ
の
弘
通
　
―
地
理
的
見
地
か
ら
の

一
考
察
―

足
止
め
さ
れ
た
の
も
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
岩
崎
の
辺
り
は
足
守
川
、
前
川
、
血
吸
川
な
ど
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
舟
に
と
っ
て
は
特
に
難
所
だ

っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
る
。

こ
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
日
隆
聖
人
が
岩
崎
で
止
ま
ら
れ
た
の
は
偶
然
で
あ

っ
た
と
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ

れ
に
よ
っ
て
我
々
が
法
華
の
妙
味
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
実
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
の
度
は
、
私
の
拙
稿
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
恐
れ
多
く
も
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、
大
覚
大

僧
正
に
続
い
て
西
国
を
布
教
さ
れ
た
日
隆
聖
人
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
み
た
い
と
思
い
、
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら

に
研
究
を
続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
末
と
な
り
ま
し
た
が
、
興
隆
学
林
在
学
中
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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